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高齢者の住まいの手入れに関する研究

　　　　花王生活科学研究所　○桐井まゆみ　平井淳子重弘文子

目的]高齢になると剔本的な機能の変化に伴い。生丿舌をする上でもいろいろ不都合が生じて

くると考えられる。高齢者が自立し豊かな生舌をおくるには、生丿舌用品(商品)刷静剛こど

のような配慮が望まれるのかを検討した。今回は生丿舌の一場面である掃除について調査を行

い、掃除用具(床用ペーパーワイパー)の使用を通して潜在する意調

方丿去]首都圏在住65才以上の自分で掃除している女t生20名を対象に家庭を訪問し掃除に関
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　　ミ　　ー･＝-I｣_・●●●　｡-JI　●゜-●゛‾-･　F-r･四〃ｒ一一一　　--　　　一一．．－　．．．．する別哉･行動について面接調査を行った．また床用ﾍﾟ-/＼°ｰﾜｲﾊﾟｰの使用調査も併せて行った．

結果]1)調査対象者は自立して生丿舌している高齢者であり、30～40代の頃と比べて、家ち財萬

成の変化などに伴って、精神的・時間的にゆとりが生まれ、活力ある暮らしをしていた．

2)高齢になってからの持雖は、頻度が少な＜、方法も簡単になっている。

3)様々な時代叫翁灸、道具や住宅設備・材質の変化、引共の別居に伴う食生丿舌の変化、部屋

や浴室の汚れの軽減などを背景として、昔に比べて掃除は楽になったと実感している人が多

｀･-㎜　｀-●　　●=･--ﾐW■----い。高齢者にとって「掃除は気楽に気づいた時にｻｯとやる」というように変化していた。

4）一昨年上市された床用ペーパーワイパーを使用してもらったところ、「軽い」「手軽」「静

かjといった良さ力塙く評価され、高齢者の生丿舌リズムや状況｛こ馴染むことがわかった。一

方、従来の作業の辛さもクローズアップされる結果となった。高齢者にも使い易く、生丿舌の

自立をサポートしてゆける商品づくりには、このような潜在的にある不自由さにも目を向け

ていくことが必要であると考える。

5)t静剛まテレビCFなどでは伝わ明
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くく、信頼している人からの[静艮などを重視していた。

10 　　生活用品の管理の外部化について
　　　ーレンタル用品の利用実態と利用意識―

岡＼i吠　　　冨士田亮子
　　　　　　　　●‾'J卜->'3 μM-J-｀｢‾‾~　yWf目的：生活用品は保有して使用するばかりでなく、必要なときに借りることが日常的にみ

られるようになっている。このようなレンタル用品の利用は、今までの生活財の保有感を

変え、住宅計画や住み方を変えていく要因となっている。そこで、レンタル用品め利用状

況や利用意識を通して、住戸外の施設・設備がこれらの問題をどのように補完していくこ

とが必要か、また適切な利用法とはを探り、生活財のI既上の問題を明らかにする。'
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研究方法：対象者は大都市と地方都市および住宅タイプによる違いを明らかにするため、

東京、大阪、広島の戸建て、集合住宅に居住の主婦またはそれに代わる者である。調査方

法は留め置き自記法によるアンケート調査で回M又は郵送である。有効回収数は300票で回

収率は93.1%である。調査時期は1995年12月である。

結果：①８割以上が知っているレンタル用品はレンタカー、貸衣裳、貸ベビー用品、貸音

響機器、貸ベッドであり、利用経験は貸衣裳、レンタカーで４割である。②レンタル用品

の利用時は冠婚葬祭の儀式の時、趣味や娯楽の時、レジャーや捌ﾆfの時をあげ、海外旅行

や単身赴任・下宿時の利用が２割みられることから、非日常的な住戸外の活動や儀式に伴

い用いられている。③'J用するは３割強、利用感に抵抗がないは７割強で、利用に対する

抵抗感は少なくなっている。しかし、利用に抵抗のある場合の理由は他人が使ったものに

対する拒否感や衛生性に対する暗紅ある。(昼り用に文廿る評価は手入れの不要さ、置き

場所のなさ、日常での必要性のなさ、経済性や使用期間が限定されていることに対して高

く、店舗の近接性、利便性、条件の適七1肘については低し噸向である。
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